
  
 
              

 
謹んで新春のお慶びを申し上げます。日頃より、廃棄物処理を弊社にご委託い

ただきまして誠にありがとうございます。 
近年、日本の廃棄物処理をめぐる社会的課題として、「最終処分場の残余年数」

が大きく取り上げられています。全国の埋立地は限られた容量しかなく、あと 20
年余りで満杯になると予測されています。これは決して遠い未来の話ではなく、
私たちの暮らしに直結する大きな問題です。 

こうした状況の中で、廃棄物を適切に処理し、できる限り再利用やリサイクル
につなげることが、地域の環境を守り、次の世代へ安心して暮らせる社会を引き
継ぐために欠かせません。 

私たち浜田浄化センターは、お客様が安心して任せられる廃棄物処理を続けて新しい年も邁進したい
と思います。 

「ごみを減らす」「資源を活かす」という取り組みは、お客様と私たちが一緒に進めていくものです。 
本年もどうぞお気軽にご相談ください。 
皆さまにとって健やかで笑顔あふれる一年となりますよう、社員一同心よりお祈り申し上げます。 

代表取締役 大久保敦司 

 

 

 

 

新年、明けましておめでとうございます。旧年中は、ご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げます。 

2026 年も、昨年以上に皆様の力になれますよう邁進してまいります。本年も何卒よろしくお願い申し上げます。 
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新年のご挨拶                                    

廃電池類分別協力のお願い 

 

多くの充電式小型家電製品やモバイルバッテリー
には、充電式電池が内蔵されています。 

近年、これらが廃棄物に混入しているケースが増
えており、選別作業で取り除くよう努めていますが、
先日、破砕物に混入して発火する事故が発生しまし
た。幸い大事には至りませんでしたが、再発防止のた
め、今後も選別時の確認を徹底してまいります。 

つきましては、皆様にも廃棄の際の分別にご協力
をお願い申し上げます。 

分別していただいた廃棄物は、「廃電池・基盤付き
機器類」として適切に処理いたします。 

何卒ご理解とご協力のほど、よろしくお願いいた
します。 

 昨年１１月７日に不法投棄の撤去作業を行い
ました。 
 しまね産業資源循環協会が主導し、昨年６月
５日に浜田市長見町で不法投棄パトロールが行
われ、その際確認された不法投棄物を撤去しま
した。 
 当日は協会員及び関係機関の方々２５名が参
加し、弊社からも支部長である大久保社長と従
業員２名が参加しました。 
 今後とも、協会支部及び 
関係機関と協力し、不法投 
棄のない社会を目指して行 
きます。 
 

不法投棄撤去作業を行いました                                    

肥大した充電池 リサイクル電池 
（絶縁済み） 

充電池内蔵 
小型家電 


